


 

3.2.4 魚類（メダカ） 

（1）調査対象種および調査時期 

魚類の調査対象種および調査時期を、表 3.2-39 に示す。 

 

表 3.2-39 魚類調査対象種および調査時期 

種名 調査回数 調査時期 調査の目的 

メダカ 1 回 平成26年7月22日～23日

メダカの生息環境（水路環

境）およびメダカの分布状

況の把握 

 

（2）調査範囲 

調査範囲は、図 3.2-29 および図 3.2-30 に示した計画地およびその周辺の水路を対象とし

た。 

 

（3）調査方法 

1) 生息環境 

調査範囲のうち、水路全体を踏査し、生息環境（水の有無、水深、水路幅、底質、流速、

護岸の状況、植生の状況等）を記録すると共に、目視またはタモ網による捕獲によってメ

ダカの生息の有無を確認し、調査範囲におけるメダカの分布状況を記録した。 

 

2) 生息密度 

各調査地点において、水路 30m の範囲を目合い 1mm 程度の細かい網で区切り、上下流へ

の移動が出来ないようにした後、この範囲内のメダカを対象にタモ網による捕獲作業を行

った。なお、生息個体数の比較が可能なように漁獲努力量は一定とし、1 地点当たり 2 人

×15分とした。また、地点 4については暗渠により 30m 区間を確保出来なかったため、15m

区間 2箇所について実施した。 

捕獲したメダカは表 3.2-40 に示すⅠ～Ⅳの体長区分毎に個体数を記録し、元の場所に

放流した。 

 

表 3.2-40 体長区分 

体長区分 
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

～1cm 1～2cm 2～3cm 3～4cm 
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調査実施状況                調査実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路の状況                 水路の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕獲したメダカ  捕獲したカダヤシ 

写真 3.2-5 調査実施状況 
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（4）調査結果 

1) 生息環境 

メダカの生態情報等を表 3.2-41 に、生息環境調査の結果を表 3.2-42、図 3.2-31 に示

す。 

 調査対象とした水路はすべてコンクリート 3面張りの水路であった。水路の一部には植

物が水路内に生育していたが、ほとんどの区間では水路内の植生は見られず、セイタカア

ワダチソウやクズなどの路傍雑草が水路周辺部に繁茂し、水路上部を覆っている状況であ

った。そのため、水路内は薄暗い状態となっていた。また、水路内は、投棄されたペット

ボトルなどのゴミが浮いている箇所もあった。 

水の流れについては、地点 6で 25㎝／s の比較的早い流れが確認された。また、地点 3、

7、8、9、10 で 4～10 ㎝／s の流れが確認された以外は、概ね停滞していた。底質は、地点

4および地点 12 以外は、コンクリートの上に黒変した軟泥が堆積する箇所が多く、硫化水

素臭を発しており、嫌気化した環境であった。 

調査範囲内の水路の状況は、地点 1、8、9、10 では若干の植生が見られたが、その他の

地点では水路内に植物がほとんど生育していないためメダカの生息環境としては好適な環

境ではない状況であった。メダカが確認された地点は、地点 1、2、3、8、9、10 の 6地点

であり、うち地点 3を除く地点ではカダヤシも生息していた。 

また、今年度の生息密度調査においてメダカを確認した 3 地点（地点 1、2、3）の内、

地点 1、2ではカダヤシの生息も確認している。その個体数は確認したメダカおよびカダヤ

シの合計数の 80％以上を占めている。これら 3地点では、底質は同様に黒変した軟泥が堆

積した状況にあったが、地点 1および 2では水流が停滞しており、10㎝／s程度の流れが

確認された地点 3に比べ水温が高くなっていた（地点 1：28.8℃、地点 2：26.2℃、地点 3：

23.4℃）。カダヤシがメダカより高温条件下に強いことや、低酸素濃度に強いことから、カ

ダヤシが優先したと考えられる。 

 

＜参考＞メダカとカダヤシの種間関係 

 

出典：「低酸素濃度に対するメダカと

カダヤシの耐性について .第 5 回日

本水大賞 山口県立厚狭高等学校 

生物部」より引用 
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2) 生息密度 

メダカの生息密度調査の結果を、表 3.2-43、図 3.2-33 に示す。 

一定の調査努力量当たりの捕獲数は、地点 3で最も多く 28個体が確認された。次いで地

点 2が 19個体、地点 1が 6個体であり、地点 4、5、6では捕獲されなかった。 

地点 1 では、今年度捕獲されたメダカが 6 個体であったが、カダヤシは 162 個体となっ

ていた。メダカは、平成 24 年度に大幅に減少した後、平成 25年度に若干回復していたが、

今年度は再度減少した。今年度はカダヤシが非常に多く、今後の推移に注意する必要があ

る。 

地点 2では、メダカが 19個体、カダヤシが 76個体であり、カダヤシが 80％を占めてい

た。 

地点 3では、28個体確認され、個体サイズも小型から大型まで含まれていた。この地点

は、暗渠の水路から開渠となる地点であり、今年度調査では比較的流速も早く水温が低い

地点であった。また、昨年度と同様にカダヤシが未確認であり、本調査地区の中では、比

較的メダカの生息に適した地点であると考えられる。 

地点 4は、平成 19 年度以降毎年 100 個体以上のメダカが確認された地点であるが、今年

度は未確認であった。 

地点 5 および 6 では、今年度はメダカは確認されなかった。地点 5 は、調査時にはほと

んど水が流れておらず、地点 6 は生活排水の流入により、非常に水質の悪化した状況であ

り、ともに水生動物の生息に適さない状況にあった。 

 

 

表 3.2-43 メダカの生息密度調査結果 

調査期日：平成 26年 7月 22日-23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 
   注）表中の捕獲数は水路 30m 区間を対象に 2人×15分で捕獲したメダカの個体数 

備考

最小 最大 ＜1cm 1-2cm 2-3cm 3-4cm カダヤシ捕獲数

地点1 24 29 0 0 6 0 6 162

地点2 12 29 0 7 12 0 19 76

地点3 10 39 0 3 19 6 28 0

地点4 - - 0 0 0 0 0 0

地点5 - - 0 0 0 0 0 0

地点6 - - 0 0 0 0 0 0

0 10 37 6 53 238合計捕獲数

合  計
捕獲数

地点
体長(mm) 体長区分ごとの捕獲数

魚魚魚魚魚
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メダカの調査が実施されている平成 19年度から平成 26年度までの生息密度の経年変化を、表 

3.2-44および図 3.2-34に示す。また、体長区分毎の確認個体数の経年比較を表 3.2-45および

図 3.2-35 に示す。 

平成19年度からの合計捕獲数の変化をみると、平成22年度まで大きく増加していたが、平成

24 年度に大きく減少し、平成 24 年度および平成 25 年度がほぼ横ばいとなり、今年度さらに減

少した。地点 1～4は個体数が大きく変動しており、地点 5および地点 6は、平成 19 年度より個

体数が少ないか未確認となっている。 

地点 1は、平成 21年度および 22 年度に 600 個体以上を確認したが、その後減少し、今年度は

6 個体となっていた。一方、メダカと競合するカダヤシが増加していた（平成 25 年度 45 個体、

平成 26 年度 162 個体）。なお、メダカは平成 20 年度 0 個体であったものが、翌年には 691 個体

となることも確認されていることから、今後増加する可能性もあるが、競合するカダヤシの増加

が著しいことから、今後カダヤシが優先し、メダカが減少することが懸念される。 

地点 2は、メダカが 19個体、カダヤシが 76個体確認された。この区間は、地点 1と同様にカ

ダヤシの増加が著しく、今後カダヤシが優先し、メダカが減少することが懸念される。 

地点 3 は、昨年度の 3 個体から増加し、今年度は 28 個体が確認された。また、カダヤシは、

これまでのところ確認されていない。今年度の地点 3は、底質は他の地点同様に黒変した軟泥で

あるが、暗渠からの流水があるため水温が他の地点に比較して低く、メダカの生息に適した環境

が維持されていたと考えられる。 

地点 4は、経年多くのメダカが確認されてきた地点であるが、今年度は確認できなかった。昨

年度から生息環境に大きな変化がみられないことから、その要因として、昨年度の調査以降に清

掃作業、捕獲等の人為的な影響や、一時的な出水による水路内のメダカや植生等の流出の可能性

があると考えられる（調査前の 7月 19日に 40 ㎜程度の降雨を含む）。 

地点 5 は、経年少数のメダカが確認されており、平成 25 年度は 2 個体の確認があったが、今

年度の調査では確認されなかった。 

地点 6 については、生活排水が流入し汚泥が堆積している状況であり、メダカを含め水生動

物の生息は確認されなかった。 

 

表 3.2-44 メダカ生息密度の経年変化 

 

 

 

 

 
 
 
 
注：表中の捕獲数は水路 30m 区間を対象に 2人×15分で捕獲したメダカの個体数 

地点 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

地点1 16 0 691 626 138 2 23 6

地点2 1 2 3 36 78 0 35 19

地点3 105 95 27 0 140 106 3 28

地点4 102 695 111 773 662 116 156 0

地点5 20 2 8 15 5 0 2 0

地点6 0 0 0 0 0 0 0 0

合計捕獲数 244 794 840 1,450 1,023 224 219 53
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3.3 動物相の事後調査 

3.3.1 調査時期 

調査時期を表 1.2-1 に示す。 

 

表 3.3-1 動物相の事後調査 調査時期 

調査項目 調査時期 

鳥 類 平成 26 年 6 月 27 日 

 

3.3.2 調査範囲 

調査は、図 3.3-1 に示したルートを踏査するルートセンサスを実施した。 

 

3.3.3 調査方法 

工事予定地周辺の鳥類を対象としてルートセンサス法により、出現する鳥類の種類と個体数

を計数した。 

調査では、大潮時の満潮時と干潮時において、ルート上を時速 1～2km でゆっくりと歩きなが

ら、一定の範囲に出現した鳥類を、姿、飛翔形態、鳴声等から識別し、種類や個体数、位置、

環境、行動等を記録した。定量化したデータを得るため調査対象範囲はルートの両側でそれぞ

れ約 25m とするが、この範囲の外側で確認した鳥類についても併せて記録した。 

 

 

調査実施状況 

写真 3.3-1 動物相の事後調査（鳥類ルートセンサス）実施状況 
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